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健康・福祉

■
韓
国
・
金
海
（
き
め
）
市

訪
問
団
が
、
市
民
活
動
交
流

ま
つ
り
に
参
加
し
ま
し
た
■

平
成
４
年
の
姉
妹
都
市
締
結

後
、
国
同
士
の
諸
問
題
で
何

度
か
交
流
が
中
断
し
た
こ
と

も
…
。
■
し
か
し
、
両
市
民

の
「
自
分
た
ち
の
文
化
を

知
っ
て
も
ら
お
う
、
伝
え
よ

う
」
と
す
る
気
持
ち
で
、
そ

れ
ら
を
乗
り
越
え
て
き
ま
し

た
■
草
の
根
交
流
の
力
強
さ

と
き
ず
な
の
深
さ
を
感
じ
る

取
材
で
し
た
。�

（
う
）

■
小
学
生
の
時
、
運
動
場
の

中
央
に
旗
が
立
つ
日
が
あ
っ

た
。「
コ
ウ
カ
ガ
ク
ス
モ
ッ

グ
発
生
注
意
」。
晴
天
で
風

も
な
い
の
に
不
思
議
だ
っ
た

■
「
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
に
注

意
」
を
読
ん
で
、
そ
う
だ
っ

た
の
か
と
納
得
。
目
に
見
え

な
い
有
害
物
質
に
恐
怖
心
が

芽
生
え
ま
す
■
生
き
物
す
べ

て
に
悪
影
響
を
与
え
る
こ
の

物
質
、
日
ご
ろ
か
ら
注
意
し

た
い
と
思
い
ま
す
。�

（
み
）

■
む
な
か
た
協
働
大
学
の
卒

業
式
を
取
材
し
て
、
18
年
前

の
学
校
卒
業
時
を
思
い
出
し

た
■
卒
業
の
達
成
感
、
新
生

活
へ
の
期
待
と
不
安
。
た
く

さ
ん
人
に
支
え
ら
れ
て
き
た

18
年
…
。振
り
返
る
こ
と
で
、

新
し
い
目
標
を
持
っ
て
新
年

度
を
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
が

で
き
た
■
最
後
に
、
３
月
31

日
付
け
で
市
役
所
を「
卒
業
」

さ
れ
た
み
な
さ
ん
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
あ
）

第 37 回
　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
健
康
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
る
元
気
な
市
民
・
団
体
の
み
な

さ
ん
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

健
康
づ
く
り
課　

☎（
36
）１
１
８
７ 

いただきます 宗像の食
～ 作 っ て 、食 べ て 、つ な が ろ う ～

　市民活動交流館（メイトム宗像）で２月27日に開かれた「第３回宗像食育のつどい」。 今回は、健康づくりの
源である食べる楽しさや大切さを考えるきっかけになればと、市民記者が取材しました。

み
ん
な
で
広
げ
よ
う

「
食
育
の
輪
」

実
践
発
表

「
食
と
い
の
ち
の
循
環
」

つ
な
が
っ
て
い
る

「
土
と
野
菜
と
人
の
命
」

自
慢
の
料
理
を
味
わ
う

「
食
の
文
化
祭
」

　
市
の
健
康
む
な
か
た
食
育

プ
ラ
ン
の
柱
の
う
ち
、「
食

で
守
ろ
う
次
世
代
に
受
け
継

ぐ
わ
た
し
た
ち
の
環
境
」「
広

げ
よ
う
食
育
活
動
の
輪
」
の

実
践
活
動
の
一
環
と
し
て
企

画
さ
れ
た
今
回
の
食
育
の
つ

ど
い
。
市
内
で
食
育
活
動
を

す
る
団
体
や
個
人
で
構
成
し

た
実
行
委
員
会
と
市
が
主
催

し
ま
し
た
。「
食
」
を
通
し

て
市
民
の
交
流
を
広
げ
、
食

　
発
表
の
ト
ッ
プ
は
、
玄
海

小
の
児
童
代
表
４
人
。「
給

食
の
食
べ
残
し
や
給
食
室
か

ら
出
る
野
菜
く
ず
を
活
用

し
、
土
に
返
し
て
元
気
野
菜

を
育
て
て
い
ま
す
」。

　
平
成
19
年
か
ら
、
市
や
福

育
に
関
心
を
持
つ
市
民
を
増

や
す
こ
と
が
目
的
で
す
。

　
第
１
部
は
、
学
校
や
団
体

に
よ
る
食
資
源
活
用
の
実
践

発
表
と
特
別
ゲ
ス
ト
に
よ
る

講
演
会
。
第
２
部
は
、
昨
年

好
評
だ
っ
た
持
ち
寄
り
料
理

の
「
食
の
文
化
祭
」
を
開

催
。「
食
」
に
関
心
の
あ
る

生
産
者
や
消
費
者
団
体
、
個

人
約
１
８
０
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

岡
教
育
大
の
学
生
ら
の
支
援

を
受
け
、
児
童
環
境
委
員
会

の
子
ど
も
た
ち
が
、
野
菜
く

ず
に
Ｅ
Ｍ
ボ
カ
シ
と
土
を
混

ぜ
て
作
っ
た
発
酵
肥
料
で
野

菜
を
育
て
、
給
食
や
調
理
実

習
に
役
立
て
て
い
ま
す
。「
野

菜
く
ず
は
、
捨
て
れ
ば
た
だ

の
ご
み
で
す
が
、
生
か
せ
ば

素
晴
ら
し
い
資
源
に
な
る
こ

と
を
知
り
ま
し
た
」。
手
が

け
た
野
菜
は
10
種
類
以
上
、

み
ん
な
で｢

元
気
野
菜｣

と

呼
ん
で
い
ま
す
。

　
続
い
て
、
宗
像
高
校
家
庭

ク
ラ
ブ
が
発
表
。「
地
産
地

消
促
進
や
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン

ポ
ス
ト
の
活
用
、
割
り
ば
し

リ
サ
イ
ク
ル
活
動
な
ど
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
昨
年

は
、
１
５
０
団
体
が
参
加
し

た『
ふ
く
お
か
減
Ｃ
Ｏ
２（
ゲ

ン
コ
ツ
）
自
慢
大
作
戦
』
で

銀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
」。

　
地
域
の
食
育
推
進
団
体
と

の
連
携
に
よ
る
地
産
地
消
料

理
教
室
も
実
施
し
て
い
る
同

ク
ラ
ブ
。「
農
村
女
性
グ
ル
ー

プ
連
絡
研
究
会
『
み
そ
汁

キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
』
の
指
導
を

受
け
な
が
ら
、
宗
像
産
の
大

豆
や
小
麦
で
み
そ
や
う
ど
ん

を
作
っ
て
、
地
元
産
食
材
の

普
及
に
努
力
し
て
い
ま
す
」。

　
最
後
は
、
葉
山
ヘ
ル
ス
ケ

ア
省
エ
ネ
共
和
国
の
井
上
利

親
大
臣
が
、
市
と
協
働
で
進

め
て
い
る
生
ご
み
の
水
切
り

と
堆
肥
（
た
い
ひ
）
化
を
発

表
。「
生
ご
み
の
80
パ
ー
セ

ン
ト
は
水
分
。こ
の
水
分
は
、

　
講
演
会
の
特
別
ゲ
ス
ト

は
、
長
崎
県
佐
世
保
市
で
生

ご
み
の
堆
肥
化
を
推
進
し
て

い
る「
大
地
と
い
の
ち
の
会
」

代
表
の
吉
田
俊
道
さ
ん
。「
生

ご
み
の
命
は
、
微
生
物
（
細

菌
バ
ク
テ
リ
ア
）
の
菌
ち
ゃ

ん
の
命
に
変
わ
り
ま
す
。
菌

ち
ゃ
ん
の
元
気
は
大
地
の
元

気
、
大
地
の
元
気
は
野
菜
の

　
参
加
者
が
持
ち
寄
っ
た
手

作
り
料
理
を
並
べ
、
各
自
持

参
の
弁
当
箱
に
自
由
に
詰
め

る「
食
の
文
化
祭
」。今
回
は
、

個
人
45
品
と
13
の
団
体
が
40

品
を
出
品
。
子
ど
も
や
男
性

料
理
ク
ラ
ブ
か
ら
の
出
品
も

増
え
ま
し
た
。

　
森
林
る
り
さ
ん
（
河
東
小

６
年
）
は
、「
お
母
さ
ん
が

お
か
ら
の
ミ
ニ
コ
ロ
ッ
ケ
を

出
品
し
ま
し
た
。
お
弁
当
箱

に
詰
め
た
料
理
は
全
部
食
べ

元
気
、
野
菜
の
元
気
は
人
間

の
元
気
。
す
べ
て
の
命
は
ぐ

る
ぐ
る
回
っ
て
１
つ
に
溶
け

合
っ
て
い
ま
す
」。
土
と
元

気
野
菜
を
モ
デ
ル
に
、
循
環

と
共
生
の
摂
理
を
ユ
ー
モ
ラ

ス
に
語
り
か
け
ま
し
た
。

　「
学
校
で
の
元
気
野
菜
作

り
や
地
産
地
消
促
進
活
動

は
、
食
べ
物
へ
の
感
謝
の
気

持
ち
を
養
い
、
本
気
で
食
生

活
を
変
え
る
意
思
を
わ
き
上

が
ら
せ
る
素
晴
ら
し
い
取
り

組
み
で
す
」
と
活
動
の
輪
を

広
げ
る
こ
と
の
大
切
さ
を
強

調
し
ま
し
た
。

ま
し
た
」。

　
昨
年
の
広
報
紙
８
月
15
日

号
の
本
欄
で
紹
介
し
た
料
理

好
き
の
豆
シ
ェ
フ
・
上
田

周
平
く
ん
（
赤
間
西
小
２

年
）
は
、「
５
歳
の
弟
と
一

緒
に
作
っ
た
３
色
だ
ん
ご
を

出
し
た
よ
。
感
想
の
カ
ー
ド

に
お
い
し
か
っ
た
っ
て
書
い

て
あ
っ
た
の
が
う
れ
し
か
っ

た
」
と
満
足
そ
う
で
し
た
。

�

（
市
民
記
者
　
真
嶋
賢
一
）

「元気野菜作り」を発表する玄海小児童

どれもおいしそうな
持ち寄り料理の数々

講師の吉田さん

食べた料理の感想を
カードに書いて張る参加者

水
切
り
で
８
パ
ー
セ
ン
ト
減

量
で
き
ま
す
。
市
内
全
世
帯

で
実
施
す
れ
ば
、
ご
み
処
理

経
費
を
年
間
２
０
０
０
万
円

も
節
減
で
き
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
」。

　市では、平成19年度に策定した「健康むなかた食育プラン」の
中間見直しを平成21年度に実施しました。
　市民アンケートの結果を県や国の状況と比較すると、市の食育
推進の５本柱（図１）のうち、①と②は意識が高いものの、まだ
普及が進んでいない部分が分かりました。
　そこで、市では今後５年間、環境や地産地消、郷土料理の普及
を強化しながら、食育の推進を図ることとしました。

　「食」と「環境」、一見すると関連がないようですが、わたした
ちの口に入るものは、「大きな地球の営みの中で生まれている」
ということを考えれば、結びつきます。
　「宗像食育のつどい」は、今回で３回目。「食べる→捨てる→育
てる」という「食と環境の循環」をテーマに実施しました。高校
生や子育て世代の参加者が増え、食や環境に対する思いが、次世
代に確かに受け継がれていること
を感じました。
　グラフ１は、毎日の生活で環境
を守る行動を心がけているかを聞
いた結果です。40％の人が「い
つも」と答えていますが、「して
いない」と答えている人が11％
いました。
　食や環境に関する取り組みは、
日々の暮らしの中で続けていくこ
とが大切です。今回の食育のつど
いだけでなく、各団体が市内でさ
まざまな活動を展開しています。
新しいことを始めるのにぴったり
なこの季節。身近で無理なくでき
ることから、少しずつ始めてみま
せんか。

栄養士
　からの
　　一言

「食」を通して考えよう
環境を守る第一歩

荒牧管理栄養士

グラフ１
環境のために、「無駄のない食生

活を送る」「使い捨て容器を使わ

ない」「容器や食材をリサイクル

する」などを心がけていますか

（平成20年度健康づくりと
　食育に関するアンケート結果）

いつも
40％

ときどき
48％

していない
11％

無回答 1％

市の食育推進５本柱
育て！　自らの食を選び楽しむ子どもたち１

２
３
４
５

（郷土料理の普及を含む）

（地産地消）

（環境）

食で防ごう！　生活習慣病

活かそう！　むなかた育ちのいきいき食材

食で守ろう！　次世代に受け継ぐわたしたちの環境

広げよう！　食育活動の輪

図１


